
導入を推奨している有償オプション

株式会社リアムコンパクト

(contact@riam-compact.com)
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実地形版RIAM-COMPACT®ソフトウエアの基本構成と動作環境

各ソフト群の名称

前処理 ① RC-Elevgen (計算格子作成ソフト)
ソルバー ② RC-Solver (数値風況ソルバー)
後処理 ③ RC-Scope (計算結果可視化およびAEP・CF等評価ソフト)

• 動作環境：Windows 11 64bit (CPU : インテル マルチコアCPU, メモリ : 16GB以上を推奨)

• ライセンス管理：サブスクリプション

• 本体価格料 250万円 （税別）, 上記の①②③を含む

• 1年間の保守料 50万円 （税別）

 新バージョンの無償更新
 操作方法の説明など

• 内部標高データ：国土地理院の50mデータ

• 内部粗度データ：国土地理院の100m細分区画土地利用データ

URL : https://riam-compact.com/
Mail : contact@riam-compact.com2025年4月1日現在
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有償オプションリスト
※赤字が特に推奨している項目

① 発電量評価-時系列ﾃﾞｰﾀ出力版-(標準機能へ移行)

② 発電量評価-新規組合せ版-

③ 発電量評価-観測データのみ陸上限定版-

④ 発電量評価-観測データのみ洋上限定版-

⑤ 合成マップ(風況, AEP, CF) 

⑥ 風車受風内のシェーディング

⑦ 風車受風内の時系列データ出力

⑧ 大気安定度

⑨ 風車ウエイク（ポーラスディスクモデル）

⑩ 洋上向け各種工学モデル

⑪ 乱流格子生成

⑫ ラフネスブロック生成

⑬ 任意の流入速度プロファイル設定

⑭ 動的配列版流体ソルバー

⑮ ソルバー制御パネル
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①発電量評価

-時系列出力機能付き-
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エンドユーザが準備する必要のあるデータ

風車位置情報ファイル 風車パワーカーブ 観測データ(1時間間隔)
※10分間隔でも可

十進経緯度・
世界測地系

参考図

※年間データ(8760個)が必要
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手順①
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手順②
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手順③
9

赤矢印：入力が必要

全ての設定が完了した後，OKボタンを押す



手順③
10

自動的にサマリーファイルが起動する



手順④

各風車の時系列データが出力される
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手順⑤

ファイル出力の例
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②発電量評価

-新規組み合わせ法-
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エンドユーザが準備する必要のあるデータ

風車位置情報ファイル 風車パワーカーブ 観測データ(1時間間隔)
※10分間隔でも可

十進経緯度・
世界測地系

参考図

※年間データ(8760個)が必要
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手順①
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手順②
17

フォルダに出力されるファイル

P20の（※）に
セットすること！



手順③
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手順④
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手順⑤
20

赤矢印：入力が必要

※



手順⑥
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自動的にサマリーファイルが起動する



手順⑦
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表示したい項目を選択
してOKを押す

表示例
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③発電量評価

-風車立地点と観測マストの

標高差を利用したAEP・CF予測-



AEP・CF予測の操作方法

16方位別のRC-dataは必要ない
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AEP・CF予測の操作方法
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AEP・CF予測の操作方法

指示に従って
データ等をセットしてください
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AEP・CF予測の操作方法

サマリーファイルが自動的に起動する
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AEP・CF予測の操作方法

「output_only_mast」フォルダにすべてのファイルが出力される
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予測結果の可視化

表示したい数値を
選択する

風車の近傍に
表示したい数値
が可視化される
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風車の上で
マウスの右クリック

先と同じ画面が表示されるので
文字サイズ等の微調整が可能

予測結果の可視化 30



風車の上で
マウスの右クリック

風車個別の
文字サイズ等の微調整が可能

風車を任意の場所に
移動させ，そこでの
発電量等の計算を
実現！

予測結果の可視化 31



まずここをクリック

次へ

べき指数の確認

画像も同時に
出力される．

①

②

補 足

参考文献
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⑤合成マップ

(風況, AEP, CF)
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エンドユーザが準備する必要のあるデータ

風車位置情報ファイル 風車パワーカーブ 観測データ(1時間間隔)
※10分間隔データは未対応です

十進経緯度・
世界測地系

参考図

※年間データ(8760個)が必要
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手順①
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手順②
37

観測データ
風車パワーカーブを入力

選択する

可視化範囲の調整



手順③
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全ての設定が完了した後，OKボタンを押す



⑥風車受風内の
シェーディング
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OFF：実際の格子点へ移動

風車ﾎﾞﾘｭｰﾑ表示の際に有効



⑦風車受風内の
時系列データ出力
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出力ファイル名：swindxy_five_timeseries.csv
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ファイル名：swindxy_five_timeseries.csv
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⑧大気安定度



RC-Solverの画面

任意の数値を設定可能

解析事例
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⑨風車ウエイクモデル



①RC-Elevgenにて計算格子を作成する．

※地形が無い場合は風車ハブ高さが代表長さスケールになる

風車ハブ高さ
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②風車マスクデータの作成および保存で，初期版あるいは改良版を選択する．

どちらかを選択

作業する風車を選択する

次へ
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③風車マスクデータの作成を微調整し，関連するファイルを保存する．

ポーラスディスクモデルの場合
受風面の大きさや，その内部の
抵抗係数の分布を連続分布か，
階段分布かを選択する．

連続分布の様子

①

②

③

設定が終了したら，
OKボタンを押して
前の画面に戻る．

受風面の等の
微調整が終わったら
OKボタンを押す．

ファイルが出力される．

④
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51
④風車マスクデータの確認(RC-Scope)

例えば、3d-mask-swept_3.dat を選択する。
ファイルが正常に作成されていれば、下記のようにマスクデータが表示される。



⑤RC-Solverの設定

ここを選択

※パスワードを入力

すべての設定が終わったら，
OKボタンを押す．

②モデルの選択

③パラメータ
の設定

確認画面が表示される．
OKボタンを押す．

※地形が無い場合はこれが代表長さスケールになる

①

④

⑤
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⑤RC-Solverの設定

どちらかを
選択する

※静的配列の場合
NX=201
NY=201
NZ=101

すべての設定が終わったら，OKボタンを押す(計算実行)．

※地形が無く、風車ハブ高さが
代表長さスケールになっている
ことを表している！
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⑥RC-Scopeでの可視化
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⑩風車ウエイクモデル

（各種工学モデル）



質問. CFD Porous Disk Wakeモデルが無くてもウェイクを考慮できますか？
その場合，内蔵されているウェイクモデルは何でしょうか？

回答：
有償オプションになりますが，以下の工学モデルの利用が可能です．
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elevgrid.datの入力
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①elevgrid.datの入力

②wtg_make.datの入力 ③wtg_info.csvの入力
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ここを選択する
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各設定が完了したら、ここを押す
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石原シングルガウシアンモデルの例
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⑪乱流格子生成



任意の設定可能

流入断面(i=0)からどの程度離して格子乱流を設置するか、
を決めるパラメータ。

ファイル出力
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⑫ラフネスブロック生成



ラフネスブロック
(2D)
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ラフネスブロック
(3D)
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⑬任意の流入速度

プロファイル設定
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有償オプションの設定

ソルバー画面にて



←地面(k=0)

←上面(k=NZ)

←代表高さスケール
位置の風速で正規化
しておいてください！

「inflow_beki4.0.csv」 の中身
（ユーザが作成したファイル）

例：1次元の流入風データ

O Kを押すと，自動的に
RC-Scopeが起動し，作成
された流入風データ(2D)を
確認可能(次のページ)
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流入断面

Flow

「inflow_beki4.0.csv」 に基づいて作成した
2Dの流入風データ

上記の確認が完了した後，RC-Scopeはいったん終了してください．

その後，次のページに示すメッセージが表示されます．
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その後，パラメータ設定を行い，以下の「計算実行」を押すと，
任意の速度プロファイルを設定した計算が実行されます．
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ソルバー画面にて



⑭流体ソルバー(実行ファイルの選択)

◎実行ファイルの選択

■ 64bit版マルチコアCPU対応-静的配列(go_64cpu_static.exe)：デフォルト

■ 64bit版マルチコアCPU対応-動的配列(go_64cpu_dynamic.exe)：オプション(50万円+税)
■静的配列とは，あらかじめ配列数が
決められているという意味．

NX=201, NY=201, NZ=101

ﾏﾙﾁｺｱCPUの処理ｲﾒｰｼﾞ

■動的配列とは，PCに搭載されているメモリ量だけ自由に
配列数を利用することができるという意味．
よって，メモリ量が多いほど大規模計算が可能になる．
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⑮ソルバー制御パネル
の有償オプション
(2025年度版対応)

① ②

③④

主な特長
① 計算機のスペックおよびCPU使用率の

表示

② ここをチェックすることで，独自の計算ス
キップ条件を設定可能

③ ここを押すと，現在の計算を強制終了し，
次の計算に移ることが可能

④ 計算が正常した場合には〇，発散した
場合（「NaN」）には×と表示される．また，
「NaN」が表示された場合，その計算は

その時点で強制終了され，即座に次の
計算に移る．計算開始時刻と終了時刻
が表示される．
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